
◇基礎・基本の定着◇ 
 

＜補充指導の充実＞ 
１．チャレンジタイム活用 
 
 
 
 
２．家庭学習の習慣化 
 
 
 
 
３．個別指導の充実 
 
 
 
 
＜読書活動の推進＞ 
１．朝読書の充実 
 
 
 
２．読書活動の充実 
 

 
 
 

津久見市立堅徳小学校 

校長  平川 英治 

学力向上対策の概要 

～組織的な学力向上対策をどのように行っているか～ 

 
１．課題把握と達成指標の設定 
（１） 課題把握  市学力調査・県学力定着状況調査・全国学力学習状況調査の結果分析、学期末テストの期待点で把握 
（２） 課  題  ①基礎・基本の定着 ②活用力（思考・判断・表現）の育成 ③学びの土台づくり 
（３） 達成指標  ＜全国規模の学力調査で全学年平均国語算数共に標準スコア５２以上＞＜学期末テスト期待点未満 20％以下＞ 
         ＜「授業がよくわかる」と肯定的に回答する児童の割合 95％以上＞ 
２．学力向上対策の推進体制と概要 
（１） 推進体制 「校内研修部」（「堅徳小授業スタイル」の研究）を中心に、「生活指導部」（学級経営の充実）、「保体部」 

（睡眠と家庭学習習慣の定着）の３部会が補完し合いながら、組織的に学力向上対策を推進する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３，特徴的な取組事例 

（１）「堅徳小スタイル」の授業実践   平成 24 年度から活用力を育成するために本校独自に取り組んでいる問題解決的な授業形態。 
（２）「年間のべ 800 人以上のＧＴ活用」 平成 22 年度からコミュニティスクールを本格実施。多くの地域人材を活用し、幅広い学力を身 

につけるとともに、話し方・聴き方・書き方等の基礎基本の力を育成している。また、外の目が 
入ることで児童だけでなく教職員の刺激にもなっている。 

（３）「堅徳学びの一歩」の徹底     平成 26 年度最初のＰＴＡで全学級が＜睡眠の効果＞について参観授業を実施。啓発効果大きい。 
平成 28 年度は＜読解力問題を家庭の週末課題にする取組＞を行っている。 

◇学びの土台づくり◇ 
 

＜家庭との連携＞ 
１．「堅徳学びの一歩」の 

理念の共有と徹底 
 
 
 
 
 
２．家庭学習の習慣化 
 
 
 
 
 
＜地域との連携＞ 
１．年間のべ 800 人以上の 

ＧＴ活用をめざす 
 
 

◇活用力（思考・判断・表現）の育成◇ 
 

＜授業改善＞  
１．学習規律の確立 

 
 
２．探究型・習得型授業の推進  ～学力向上支援教員～ 
 
 
 
 
 
 
３．校内研究の質の向上 ～堅徳小スタイル（算数）～ 
 
 
 
 
取組内容①          取組内容② 
               
               
               

          
 
取組指標①          取組指標② 

 

国語算数基礎スキル 
8:10～8:30    月・木 
読解力問題解説スキル 水 

｢堅徳学びの一歩｣を全家庭

に配布。「家庭学習のガイド

ライン」の作成・配布 

課題達成が十分でない児童 
に重点的な指導 
週１回 30 分以内 

毎朝 10 分間読書 
月２回 読み聞かせ 20 分 
(おとぎの部屋 GT) 

冊数目標を決めた読書 
（低学年 200 冊、高学年

100 冊を目途に） 
図書館活用指導 

チャイム着席  話し方・聴き方指導  忘れ物０ 

＜新大分スタンダードの活用＞  
① １時間完結型(課題→考え深める→まとめ→振り返り) 
② 板書の構造化（板書とノートの一体化） 
③ 習熟に応じたきめ細かな指導の充実 
④ 問題解決的な授業の充実 

課題に対する自力解決の場を保障し、自分なりの考えを一

人ひとりにもたせた上で、学び合いⅠ(ペア)と学び合いⅡ

(一斉)を設定し、考えを出し合い交流する学習活動を工夫 
 

＜自力解決＞ 
ヒントカードの工夫 
作図・文章の記述 
表現力（話し方） 

＜学び合いⅠ・Ⅱ＞ 
学び合いカードの活用 
ペア・一斉学習で説明 
ネーミング（考え方） 

自力解決で、自分のやり

方を見つけることがで

きた子の割合 100％ 

学び合いで、共通する考

え方を見つけることがで

きた子の割合 100％ 

睡眠の効果 
家庭学習の効果 
就寝時刻と家庭学習時間 
（ライフスタイルを自分

で考えて守る） 

生活時間見直し週間の設

定（年３回） 
家庭学習ガイドラインの 
作成 

・「たけのこの会」（書写） 
（書く力の育成） 

・「おとぎの部屋」（読み） 
（聴く力・表現する力） 

・外国語ＧＴ（英語） 
（コミュニケーション力） 
・地域の達人（総合的な習

等で幅広い学力の育成） 



生き生きと学び合わせる

ためのポイント 

≪ 堅徳小 授業スタイル ≫ 
 

学 習 過 程 
児 童 の 学 習 活 動 

教 師 の 支 援 
低 学 年 中 ・ 高 学 年 

一 

時 

で
あ
う 

課題の把握 
 

・課題をつかむ。 ○多様な考えを導き出せる課題の設定 
○教材の中核に迫る課題の設定 
○適度な「困り」を生じさせ，意欲化を図る。 

つ
か
む 

自力解決 
見通し 

・自分のやり方を自分なりの方法で考える。 
・自分の考えを説明できるようにする。 
 

○一人ひとりにしっかりと自分の考えをもたせる。 
《 手だて 》・具体物の利用・ヒントの提示・既習事項の振り返り等 

○多様な考えを出させる。 
《 手だて 》・複数の考えが書けるワークシートの活用等 

○一人ひとりがどのような考え・意見をもっているかを具体的に把握する。 
○学び合いⅠで発表する自分の考えを，わかりやすく説明できるようにさせる。 

   

 

 

 

二 

時 

学
び
合
う 

学び合いⅠ 
 ペア学習 
 グループ学習 
  

・相手に自分の考えを伝える。 
（全員が発言） 
・自分と同じ考えや違う考えを理

解する。 
・自分の考えをより明らかにし，

一斉学習につなげる。 

・グループ内で自分の考えを伝え

る。（全員が発言） 
・違いや共通点を見つける。 
・自分の考えを見つめ直し，付加・

修正する。 

○話し合いの手順を身につけさせ，全員に必ず発言の機会を与える。 
○子どもの発想を大事にしながら，自分の考えとその根拠を発表させる。 
○考えを交流しあうことで，多様な考えがあることに気づかせる。（違う考えのグループ） 
○考えに自信がもてない場合は，同じ考えの子と話し合うことで考えを補強させる。 
○自分の考えを客観的に見直させ，補充・発展させる。 
○考えの交流をもとに，学び合いⅡでのわかりやすい説明の仕方を考えさせる。 

  
 
学び合いⅡ 
 一斉学習 

 
 
・自分の考えを発表する。 
・それぞれの考えの違いや共通点

を見つけ，整理する。 
・それぞれの考え方にネーミング

する。 

 
 
・自分の考えを発表する。 
・それぞれの考えの違いや共通点

を見つけ，整理する。 
・それぞれの考え方にネーミング

する。 
・共通する考え方や規則性を探る。 

 
 

 
○教師の言葉かけ等によって，多様な考え方の違いや共通点を整理し，規則性や法則に気づかせていく。 
○多様な考えと自分の考えを比較させながら，自分の考えをより深め，広げさせていく。 
○自分の考えをより客観的に振り返らせる。 
○自他の考えを補強したり，発展させたりする。 
○考えの違いや共通点が見えやすい板書を工夫する。→それぞれの考え方がわかる名前をつけさせる。 
○Ａ層の子にも学びがあり，学習が深められるようにする。 
○Ｂ層，Ｃ層の子が意欲をもって学習に参加できるようにする。→一人ひとりの考えを板書に位置づける。 

  

ま
と
め
る 

まとめ ・考え方の共通点を見つけ，まとめを考える。 ○本時の課題との整合性を考え，まとめをする。 
○多様な解き方に共通する算数的な考え方でまとめる。 
○子どもの授業への姿勢・態度等を評価する。 
○いろいろな考えが出されたことにより学習が深まったことを共有する。 
○学んだことを活用させ，本時を振り返るとともにその定着を図る。 

練習問題 ・本時の学習を活用して練習問題をする。 

学び合いⅠから学び合いⅡ

に移行するポイント 

・一人ひとりの考えが出され，交流されたか。 

・自分の考えをわかりやすく説明できたか。 

・自分の考えと比較し，違いや共通点を見つけようとしているか。 

・学び合いⅡの時間を十分にとれるか。 

○子どもの考えを把握し，グループ編成を考える。 

・同じ考えの子どもを組み合わせるか。違う考えの子どもを組み合わせるか。 

・Ａ層・Ｂ層・Ｃ層をどのように組み合わせるか。 

○考えの違いや共通点がわかる板書計画を再考する。 

（資料１） 

－7－ 



第５学年 算数科指導案 
 

 
１．単元名   面積の求め方を考えよう 
２．単元目標    
＜関心・意欲・態度＞・基本的な図形（平行四辺形・三角形・台形・ひし形など）の面積に関心を持ち，その求積の

方法を工夫して調べようとする。 
＜数学的な考え方＞ ・平行四辺形・三角形・台形・ひし形などの面積の求め方を，等積変形や倍積変形の考え方を 

用いて，既習の図形の面積の求め方をもとに考えることができる。 
＜ 技  能 ＞  ・平行四辺形・三角形・台形・ひし形などの面積を，公式を使って求めることができる。 
＜ 知識・理解 ＞ ・求積公式を使った平行四辺形・三角形・台形・ひし形などの面積の求め方を理解する。 

３． 単元について 
本単元では，直線で囲まれた基本的な図形の面積について，必要な部分の長さを測り，既習の長方形や正方形の

面積の求め方に帰着させて求めることができることを主なねらいとしている。平行四辺形→三角形と指導する方法

と，三角形→平行四辺形と指導する方法が考えられるが，子どもが求積方法を発見しやすいことから前者の方法を

とって単元を構成した。 
なお，内容の関連は以下のとおりである。 
 
 
 
 
 
 
 

４． 児童のレディネスと個の対応 
  本学級の児童数は12名であり，本単元の内容にかかわっては，Ａ層の子１名，Ｂ層の子８名，Ｃ層の子３名であ 
る。どの子も自分がしっかりと考えをもてれば発表しようとする意欲は強い。 
Ａ層―学習課題に対して，自力解決ができ，２通り以上の解決方法を見つけ出すことができる。したがって，学び合

いⅠの場面においてＡ層の子の考えは，Ｂ層Ｃ層の子にとって，自分の考えを補強したり，自分の考えをつくっ

たりするヒントとなるであろう。 
Ｂ層―学習課題に対して，自力解決の場面で，解決方法を１つは見つけ出すことはできる。しかし，その考え方をう

まく説明できない。学び合いⅠの場面において，自他の考えを交流し合うことで，相違点や共通点を見つけたり，

自分の考えを補強したりし，自分の考えに自信を持つことを期待したい。 
Ｃ層―自力解決では，課題に対する答えを見つけ出しにくいので，不完全なマス目の処理について助言したい。学び 

合いⅠでは，自分の考えをつくるヒントをＡ層やＢ層の子の発言から見出すことを期待したい。 

 
５． 指導の手だて 
（課題の設定にあたって） 

 子どもたちは，総合的な学習の時間に学校に自分たちで田んぼをつくり，米作りを行っている。そこで，今から

約 400 年前の検地のようすや田んぼの面積を測った当時の資料を示し，「昔の人に負けないように田んぼの面積を

測れるようになろう。」と投げかけ意欲を喚起し，課題へとつなげていきたい。 
（ア）教師の出番 
 ○自力解決の場面では， 

・子どもの考えを把握し，短い言葉にまとめさせることで自分の考え方をはっきりさせる。 
・一つの考え方だけでなく，複数の考えをもつように支援する。 

  ・考えのもてない子どもについては，「既習事項の確認をすること」「不完全なマス目の処理に目を向けさせる」「図 
への書き込み・切って移動する等の操作活動」の３点を主に支援する。 

 ○学び合いⅠでは， 
・意図を持った３人グループの班編成を行い，子ども同士の交流のさせ方を工夫する。 
・説明の仕方が上手な子（自分の考えをしっかりと表現している・図を使い説明している・他の子の考えと比べて

説明している等），質問や意見を言っている子を見出し賞賛する。 
・相違点だけでなく，共通点をさがすことを大切にさせる。 

５年  図形の面積 
・平行四辺形・三角形・台形・ひし形の面積の

求め方 
・求積公式 
・多角形や不定形の面積の求め方 

６年 およその面積を考えよう 
・概形でとらえたものの面積 

４年 面積 
・面積の概念、測定の意味 
・面積の単位（ｃ㎡、㎡、ａ、ha、k㎡）

の意味と相互関係 
・正方形、長方形の面積の求め方 
・求積公式 
 

６年  円の面積 
・円の面積の求め方 
・求積公式 



○ 学び合いⅡでは， 
・発表用紙や書画カメラを使い，子どもが図示しながら発表できるようにする。 

  ・「長方形に変形」という共通点が見出しやすいよう，発表の順番を工夫する。 
・ＰＣを使い，変形のようすを確認する。 

（イ）板書の工夫 
・子どもの考え方を「両はし移動で」「たて半分切り移動で」などのように 短い言葉でまとめ，共通点を見出しやすい

ように板書する。 
・色チョークや矢印などを使い，変形の様子がわかりやすい板書をする。 

 
６． 指導計画（ 全１４時間 ） 

時 学習活動及び内容 評価規準 
1次  平行四辺形の面積   ４時間 

１時

２時 
○平行四辺形の面積の求め方を

考える。 

・平行四辺形の面積に関心を持ち，求積方法を工夫して調べようとして

いる。（関心・意欲・態度） 
・単位面積のいくつ分の考えや等積変形の考えを使って，平行四辺形の

面積の求め方を考えている。（数学的な考え方） 

３時 ○平行四辺形の面積を求める公

式をつくる。 

・平行四辺形の面積を求めるために必要な部分の長さはどこかを考えて

いる。（数学的な考え方） 
・平行四辺形の求積公式の意味を理解している。（知識・理解） 

４時 

○いろいろな平行四辺形の面積

を求める。 
○平行四辺形の面積と，底辺と

高さの関係について考える。 

・平行四辺形では，底辺と高さが変わらなければ面積が同じであること

を理解している。（知識・理解） 
・平行四辺形の面積を，公式を使って求めることができる。（技能） 
・平行四辺形で，底辺の長さが一定で高さが変わったときの面積の変わ

り方について考えている。（数学的な考え方） 
２次  三角形の面積   ３時間 

５時 ○三角形の面積の求め方を考え

る。 

・三角形の面積に関心を持ち，求積方法を工夫して調べようとしている。

（関心・意欲・態度） 
・平行四辺形や長方形に等積変形や倍積変形して，三角形の面積の求め

方を考えている。（数学的な考え方） 

６時 ○三角形の面積を求める公式を

つくる。 

・三角形の面積を求めるために必要な部分の長さはどこかを考えている。

（数学的な考え方） 
・三角形の求積公式の意味を理解している。（知識・理解） 

７時 

○いろいろな三角形の面積を求

める。 
○三角形の面積と，底辺と高さ

の関係について考える。 

・三角形では，底辺と高さが変わらなければ面積が同じであることを理

解している。（知識・理解） 
・三角形の面積を，公式を使って求めることができる。（技能） 
・三角形で，底辺と面積が変わっている時の高さ求め方を考えている。

（数学的な考え方） 
３次  いろいろな図形の面積  ５時間 

８時 ○台形の面積の求め方を考え

る。 

・台形の面積に関心を持ち，求積方法を工夫して調べようとしている。

（関心・意欲・態度） 
・台形の面積を求め方を，倍積変形や分割により三角形や平行四辺形に

変形して考えている。（数学的な考え方） 

９時 ○台形の面積を求める公式をつ

くる。 

・台形の面積を求めるために必要な部分の長さはどこかを考えている。

（数学的な考え方） 
・台形の求積公式の意味を理解している。（知識・理解） 

10
時 

○ひし形の面積の求め方を考

え，公式をつくる。 

・ひし形の面積に関心を持ち，求積方法を工夫して調べようとしている。

（関心・意欲・態度） 
・ひし形の面積の求め方を，分割やひし形を囲む長方形に変形する方法

で考えている。（数学的な考え方） 
・ひし形の面積を，公式を使って求めることができる。（技能） 
・ひし形の求積公式の意味を理解している。（知識・理解） 



11
時 

○一般四角形の面積の求め方を

考える。 
・一般四角形の面積を，三角形に分割してその和としてとらえている。

（数学的な考え方） 
12
時 

○方眼を使って不定形の面積を

求める。 
・不定形な図形の面積について，方眼の目の数で概算する方法を理解し

ている。（知識・理解） 
４次 学習のまとめ   ２時間 

13時 練習問題 
14時 単元末テスト 
 

７．本時案 （１次の１時と２時  ※授業公開は２時） 
 
（１）題目 平行四辺形の面積を求めよう 
 
（２）本時の主眼  

 平行四辺形の面積を，図形の分解や合成などの具体的操作をすることで，既習の長方形や正方形の面積と 
関連付けて求めることができる。 
 

（３）展開 
学習過程 時 指導上の留意点 評価 

問 

題 

10 

○様々な形の田んぼの映像と検地の様子を表した絵を掲示用テレビに映し，田んぼの 

面積を測ることは何百年も前に行われていたことを知らせる。また，総合的な時間 

での米作りとも関連させて説明し，意欲を喚起させた後に問題文を掲示する。 

 

 

 

 

・子どもが考えやすいように，上記８つの図形をマス目にかいたものを掲示する。ま

た，単位はｍであるがｃｍに縮尺したプリントを配布し，操作活動の手助けとする。 

 

課 
題 

10 

○正方形・長方形は４年時の既習事項として確認した後，残りの６種類の面積の求め

方が未習であることを確認したのち，本時の課題につなげる。 

 

 

自
力
解
決 

25 

○既習の「面積は１ｃ㎡の正方形がいくつ分で数値化できること」と「正方形と長方
形の面積の公式」を振り返らせたのち，自力解決をさせる。 

○机間巡視を次のように行う。 
 ・子どもの考え方を把握し，分類する。 
・マス目を数えて，不完全なマス目の処理に困っている子どもについては，「組み
合わせにより完全な１ｃ㎡のマス目にならないか」と助言する。 

・考えのもてない子どもについては，既習の「面積は１ｃ㎡の正方形がいくつ分か」
ということに立ち返らせる。 

 ・考えができた子どもについては，その考え方を短い言葉でまとめさせ発表用紙に
書かせ説明の練習をさせる。 

○自分の考えをもう一度「友だちに分かりやすく説明できるように」という視点で確
認させ，班での発表の準備（発表用紙に自分の考えを）をさせる。 

 ・発表用紙は，思考の経過がわかりやすいように色を変えて変形の前後がわかりや
すいように工夫する。 

 

平行四辺形

の面積に関

心を持ち，

求積方法を

工夫して調

べようとし

ている。（関

心・意欲・

態度） 

平行四辺形の面積はどうしたら求められるかな。 

正方形・長方形・平行四辺形・三角形・台形・ひし形・一般の四角形・不定形

の田んぼがあります。田んぼの面積の測り方を考えよう。 

昔の人に負けないように、田んぼの面積を測れるようになろう。 

で 

あ 

う 

つ 

か 

む 



学
び
合
い
Ⅰ 

15 

○３人の学習班で考えを出し合わせる。 

・班の構成は，違う考えの子ども３人の組み合わせを基本とするが，学び合いⅠでの

Ｃ層の子どもの気づきを大切にする場合は，他の組み合わせもあり得る。 

○それぞれの考えの似ているところや共通しているところや違うところを意識しな

がら活動させる。 

○考えの補強や訂正があった場合は，発表用紙の自分の考えに書きこみ，書き換えを

させる。 

○Ｃ層の子どもの課題解決に向けての気づきがあったら，学び合いⅡに移る。 

友だちの考 

えを聞き，

自分の考え

を補強・修

正できた

か。 

学
び
合
い
Ⅱ 

20 

 

 

 

 
                            

                            

                            

                            

                            

                            

                            

                            

○発表用紙を使い，○ア→○イ→○ウ→○エの順に考えを発表させていく。 

○子どもの考えを板書する。 

（・子どもの考えを端的な言葉でまとめる・色チョークや線，図形で囲む） 

・○アと○イの図を関連させながら説明させる。 

・次に○ウを発表させたのち，○エの図を発表させる。 

・○エは，長方形２つにする場合と１つにする場合など，いくつかのパターンがあるが，

ともに「はしたの処理」であることに気づかせていく。 

○気がついたところを出し合わせる。（共通点・違う点・それぞれの良さ）  

・共通点～・○アと○イは横に移動，○ウと○エは縦に移動・どれも長方形に変形している。 

                              

                              

                              

                              

                              

                              

                              

                              

 

 

 

それぞれの

考えの共通

点として，

長方形に変

形すること

に気づいた

か。 

ま
と
め 

５ 平行四辺形の面積は，長方形に変形させると求めることができる。 
 

練 

習 

問 

題 ５ 

○長方形や正方形に変形して，練習問題を解かせる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・問題プリントを配布し，変形した図をかかせた後に答えを出させる。机間巡視し，

定着してない子どもに助言する。 

 

授業観察

の視点 
（評価） 

○課題は適切であったか。   
○学び合いⅠでの手立ては有効であったか。 
・グループ編成・話し合いの視点（互いの相違を意識した話し合い） 
○学び合いⅡでの手立ては有効であったか。 
・発表の順・説明のさせ方（発表用紙・ＩＣＴ機器など）・板書 

 

○ウ両はし半分移動で 

○イたて半分切り移動で ○ア両はし移動で 

長方形や正方形に変形して、面積を求めましょう。（１マスは１ｃ㎡です。） 
                        

                        

                        

                        

                        

                        

                        

                        

○エはしたの分組み合わせで 

例 

① 

② 

３×４＝１２ 
 １２ｃ㎡ 

学 

び 

合 

う 

ま
と
め
る 



８．板書計画 
 
１０月２９日（水） 
問題                  課題 

 
                    
 

長方形の面積＝たて×横        考え    
 正方形の面積＝１辺×１辺 
 
 

 
６×８＝４８             ６×８＝４８          （３×７＋３×７＋３＋３）       （６×６＋６×２） 
                                         ６×８＝４８        （３×７×２＋３×２） 

   ６×８＝４８ 
答え  ４８㎡              
 

                                 まとめ 
       

                            

                            

                            

                            

                            

                            

                            

                            

                              

                              

                              

                              

                              

                              

                              

                              

正方形・長方形・平行四辺形・三角形・台形・

ひし形・一般の四角形・不定形の田んぼがあ

ります。田んぼの面積の測り方を考えよう。 

 平行四辺形の面積はどうしたら求められるか

平行四辺形の面積は、長方形に変形させれば求めることができる。 

○ア両はし移動で ○イたて半分切り移動で ○ウ両はし半分移動で ○エはしたの分組み合わせ

長方形に変形して・・・ 

横動かし組み合わせ 三角部分組み合わせ



 
 
 
 
 
 
 

＜うんと考える＞授業 ＜確かな学力＞ 

子どもたちに確かで豊かな学力をつけるため、全教職員で授業研究を行っています。本校の研究

は、課題に対してしっかり向き合い自分なりの考えをもつこと(自力解決)、さらに友だちと学び合

い多様な見方・考え方にふれることで、それぞれの考えのよさを発見し、自分の考えも一層確かな

ものにしていくという学習過程を描いています(堅徳小授業スタイル)。 

 １学期に全学級で＜うんと考える＞堅徳小スタイルの授業に取り組みました。どの子も自分なり

の考えをしっかりもち、粘り強く友だちに説明している姿を見て、とても頼もしく＜成長している

な＞と感じました。こうした確かな学びを支えているのは、家庭の学習習慣や準備です。 

学校もますます力を入れていきますので、ご家庭でもご協力をよろしくお願いいたします。 
    

 

  

 

 

 

 

 
 ブロックやおはじきを使って         計算の仕方を書画カメラで         ペアになって、お互いの考えを 

自分の考えを発表しています。        拡大して発表しています。         発表しています。 

 

 

 

  

                                

 

 

    自分のやり方をみんなに           似ている考え方をまとめて         全てに共通する考え方に注目して 
    説明しています。              ネーミングをしていきます。        数理に近づけていきます。 

     

   先生たちも勉強です!!  ＜職員研修＞ 

堅徳小授業スタイルは、問題解決学習といわれるものです。 
職員研修では、授業中の子どもの反応や思考の流れを分析し、 
よりわかりやすい課題作りやぴったりした切り返しの発問・ 
まとめ方等について話し合って研究しています。 

先生達が勉強して授業が上手になることで、子どもたちに 
確かな学力をつけていくことができるからです。 

写真は、職員が意見を出し合いながら、考えが近いものを 
まとめ、うまくいかなかったところの改善策を話し合ってい 
るところです。こうして見ると、児童と同じように勉強して 
いるのがわかります。先生たちも大いに勉強です。    

 けんとく  

平成２８年度 

津久見市立堅徳小学校 

学校通信     NO．１１ 

平成２８年 ７月 ６日発行 

1 年生 

２ 年生

３年生 

４年生 

５年生 

６年生 

授業改善に向けて、

真剣に職員研修をし

ています。（水曜日） 
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【堅徳コミュニティ・スクール組織】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校運営協議会 

堅徳いきいきコミュニティ 

【各種支援団体】 
・ ＰＴＡ 
・ 地区自治会 
・ 地区公民館 
・ 児童民生委員 
・ スクールガー

ド 
・ おやじクラブ 
・ 学習サポータ

ーの方々 

・
学
校
支
援
地
域
本
部 

・
学
校
評
議
員
会 

○基本方針の説明 
○教育活動の説明 
 

○学校運営への参画・支援 
○基本方針の承認 
 

堅徳小学校応援隊 

 
チャレンジ 

コミュニティ 

安全・安心 

コミュニティ 

学び 

コミュニティ 

環境 

コミュニティ 

地域の人達の協力を

得て昔の遊び道具を作

ったり、伝統文化を体験

したりする活動を通し

て、地域の人びととの関

わりを大切にし、伝統文

化や郷土を愛する心の

育成をめざす。 

校区全体で児童が安

全に安心して登下校で

きる校区づくりを進め

る。 

地域の人々の学習活

動への参加により、授業

の質や児童の学習に対

する興味・関心を高める

機会にするとともに、地

域の人びとの学校教育

に対する理解を深め、参

画意識を高めることを

めざす。 

教育活動の円滑な

実施と潤いのある教

育環境の充実をめざ

し、環境に対する意識

や奉仕の精神、さらに

は他者に対する思い

やりの心など他者意

識の醸成をめざす。 

運
動
会 

津
久
見
音
頭 

矛
土
山
登
山 

子
ど
も
見
守

り
隊 

お
と
ぎ
の
部

屋 ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー

チ
ャ
ー 

地
域
の
達
人 

学
校
環
境
整

備 

保
護
者
や
地
域
の
人
と
の
協
議
、
活
動
を
通
し
て
地
域
の
絆

を
深
め
る
。 

地
域
に
伝
わ
る
踊
り
を
指
導
者
を
招
い
て
指
導
を
受
け
、
運

動
会
に
お
い
て
全
員
で
踊
る
こ
と
に
よ
り
交
流
を
図
り
、
地

域
の
活
性
化
を
図
る
と
と
も
に
地
域
を
愛
す
る
心
を
育
む
。 

校
歌
に
謳
わ
れ
る
郷
土
の
山
へ
の
遠
足
登
山
（
三
、
四
年
生
）

に
お
い
て
、
登
山
道
の
整
備
を
し
て
い
た
だ
い
た
地
域
の
人

と
登
山
す
る
こ
と
で
交
流
を
図
り
、
地
域
愛
を
育
む
。 

地
域
の
人
か
ら
な
る
「
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
」
を
中
心
に
、
児

童
の
登
下
校
時
に
お
け
る
「
安
全
確
保
」
や
「
あ
い
さ
つ
運

動
」
を
展
開
し
、
協
働
し
た
子
ど
も
の
育
ち
を
保
障
す
る
。 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
朝
の
時
間
を
活
用
し
た
読
み
聞
か
せ

の
時
間
を
設
定
し
、
本
に
親
し
む
心
情
を
培
う
と
と
も
に
「
聞

く
」
態
度
を
醸
成
す
る
。 

書
写
や
英
語
活
動
、
水
泳
指
導
等
に
お
い
て
そ
の
専
門
性
を

活
か
し
て
授
業
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
頂
く
こ
と
に
よ
り
、
児

童
の
学
習
力
の
向
上
を
図
る
。 

総
合
的
な
学
習
の
時
間
を
中
心
に
、
そ
の
専
門
的
な
知
識
や

技
術
を
も
っ
た
方
々
に
指
導
を
し
て
頂
く
こ
と
に
よ
り
、

様
々
な
分
野
へ
の
興
味
・
関
心
を
育
む
。 

校
舎
改
築
に
伴
う
様
々
な
学
校
環
境
整
備
や
作
業
、
さ
ら
に

は
通
学
路
の
整
備
等
校
舎
内
外
の
環
境
整
備
を
行
い
、
潤
い

の
あ
る
学
校
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
む
。 



 

コミュニティ ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 

学

び 

応

援

隊 

            

チ

ャ

レ

ン

ジ 

応

援

隊 

            

安

全

・
安

心 

応

援

隊 

            

環

境

整

備 

応

援

隊 

            

Ｈ２８年度 堅徳小コミュニティ・スクール「応援隊」年間計画 

計 

画 

の 

見 

直 

し 

、
確 

認 

・ 

担 

当 

決 

め 

書 写 指 導 （ １ ～ ６ 年 ・ 髙 濱 紫 蘭 さ ん ほ か ９ 人 「 た け の こ 」 の 会 ） ・ 書 写 担 当 

読 み 聞 か せ （ １ ～ ６ 年 ・ 第 二 、 四 水 曜 日 の 朝 の 時 間 ・ 「 お と ぎ の 部 屋 」 鳥 越 克 行 さ ん ほ か ５ 人 ・ 図 書 担 当 ） 

英 会 話 ・ 外 国 語 活 動 （ １ ～ ６ 年 ・ 週 一 回 ・ 特 設 時 間 、 外 国 語 活 動 ・ 加 嶋 亜 弥 さ ん ・ 外 国 語 活 動 担 当 ） 

水泳指導（１～６年・体育・指導

員さん・体育担当 

学級園指導（１，２

年・生活科・柳生錦

志さん） 
田植え指導（５年・６月中旬・社会・山田

征志郎さん、濱野荘八さん・担任） 

保戸島見学（３年・社会科・西田

菊人さん・担任） 

そろばん指導（３年・算数科・

江藤喜代香さん・３年担任 

学年チャレンジ祭り＝別紙計画書＝ 

（学年別・ＧＴ５０名・６月～１月・各担任） 

白梅莊との交流会（全校

縦割り班・石井さん・特

活担当） 

「矛土山」登山（３，４年、堅

浦盛人会有志・３，４年担任） 

５，６年「努力遠足」（保護者・

５，６年担任） 

運動会（地区盛人会、保護

者・体育担当、教頭） 

「津久見音頭」（柳生操子

さん他ひまわり会・担当） 七夕作り（２年生・総合・堅浦「ひまわりの会」

柳生さんほか・７月第一金曜日・担任） 

白梅莊体験（11 月中旬・

総合・５年・石井さん） 

稲刈り（５年・社会・10

月下旬・山田、濱野さん・

担任） 

昔のくらし（３年・社会・２

月下旬・３年祖父母・担任） 

８．６平和学習（７月より呼

びかけ・保護者・平和担当） 

６年自転車教室（３月初旬） 

学校行事（安全）（所長・徳浦

区長・保護者・担任） 

３・５年自転車教室（５月） 

学校行事（安全） 

（安全協会、所長・担任） 

安 全 ・ 安 心 見 守 り 隊 （ 地 区 ・ 民 生 児 童 委 員 ・ 盛 人 会 ・ 保 護 者 、 担 当 教 頭 ） 

地域調べ（４年・総合・６月下旬・

山田さん、中津留さん・担任） 

コマうち体験（３年・社会・

２月初旬・重松眞さん・担任） 

ＰＴＡ総会にて 

「おやじ倶楽部」

活動計画承認 

通学路除草作業（６月第

３日曜日） 

校内美化作業（８月第

３日曜日） 

矛 土 山 登 山 道 整 備

（10 月中旬日曜日） 

マラソンコース整備

（11 月中旬日曜日） 

裁縫指導（５年・家

庭科・佐々木律子さ

ん、井上由美さん） 

○定例となっている活動について下記に示している。年度おわり（３月中旬）にＧＴ，ＳＴの代表の方をお招き

して、「感謝の会」を児童会主催で開催する。同時に次年度のお願いをする。 

あ 

り 

が 

と 

う 

ご 

ざ 

い 

ま 

し 

た 

、「 

感 

謝 

の 

集 

い 

」・
次
年
度
の
活
動
計
画 

裁縫指導（6 年・家

庭科・佐々木律子さ

ん、井上由美さん） 

防災ｵﾘｴﾝﾃｰﾘﾝｸﾞ（７月） 

学校行事（安全） 

（安全協会、区長・担任） 



 
 
 
 
 
 
 

読み聞かせグループおとぎの部屋 ＜地域の力＞ 

学び応援隊＜おとぎの部屋＞の皆さんが、全学年で読み聞かせをしてくださっています。子ども

たちは、毎月第２・第４水曜日の８：０５～８：３０の時間をとても楽しみにしているようです。   

１年間に２５～３０冊程度ですが、いろいろな分野の素晴らしい本を選んで読んでいただいてい

ます。心に残る本を読んでいただくことで、子どもたちの心情を培うと共に、聞く態度も醸成され

ています。また、読み聞かせが終わったあと、子どもたちは、自分が感じたことやわかったことを

短くまとめて発表しお礼を言っています。「子どもたちが素直に感想を言う姿が大好きです」と、 

ＧＴの皆さんが笑顔でお知らせしてくれます。感想を要約したりわかりやすく話したりすることで、

内容をまとめる力や表現する力の基礎も培われています。「一石２鳥」どころか「一石４鳥」です。 
     

 

  

 

 

 

 

 

 幾田由希子さんと１年生（５／１１）   久保田舞さんと２年生（５／１１）    遠藤敬子さんと３年生（５／１１） 

 

 

 

 

 

  

                                

 鳥越克行さんと４年生（５／１１）    鳥越貴子さんと５年生（５／１１）    煤田三奈さんと６年生（５／１１） 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

伊東佳央さんと３年生（５／２５）   中津留直美さんと６年生（５／２５） 

 

◎読み聞かせグループ＜おとぎの部屋＞は、平成１６年頃に鳥越克行さんを中心に当時の保護者によって結成された
そうです。その後メンバー交代をくり返しながら続いています。「やってみよう」という方お待ちしています。 

 けんとく  

平成２８年度 

津久見市立堅徳小学校 

学校通信     NO．６ 

平成２８年 ５月３０日発行 

６年生７人でしたが、さすがに

６年生、すごく真剣に話を聞い

てくれ、悲しい場面の時は悲し

そうに話を聞いてくれ、楽しい

場面は笑顔で聞いてくれ、表情

豊かに聞く姿がありました。 
私も、初めての読み聞かせでし

たが、読みながら自分も楽しく

なりました。 



 
 
 
 
 
 
 

真剣勝負の書き方指導＜たけのこの会＞ ＜学びの応援隊＞ 

本校では、＜たけのこの会＞の先生方が書写・書き方指導の応援隊として大活躍しています。 

髙濱紫蘭先生をはじめ１０人の先生方が、月に３日来校し、１日に２学年ずつ真剣勝負の書写指導

をしてくださっています。１年間で各学年１０時間程度ですが、中身は大変濃いものがあります。

＜めきめき＞という表現がぴったりなほど、子どもたちの書が上達していきます。真剣勝負の書写

指導で子どもたちの集中力も高まります。書く力がつくことで、ノートを整理する力・考えをまと

める力も伸びています。 

７月１日(金)のＰＴＡで、３年生に指導をしているところを参観していただきました。保護者の

方からは、「皆がとてもきれいな字を書いていてびっくりしました。」「マンツーマンで見ていただ

いて、いろんな先生方からアドバイスをもらえ、子どもたちの成長につながるのではないかと思い

ます」「丁寧に指導して頂き、こんなにありがたいことはないと思いました。感謝、感謝です。」等

の感想が寄せられていました。 
     

 

  

 

 

 

 

  高学年の書写 

 

 

 

 

 

  

                                

  低学年書き方の指導         中学年書写の指導          高学年書写の指導 

 

 

 

 

 

 

 

ＧＴ感謝の会（３月）        髙濱紫蘭先生 

 けんとく  

平成２８年度 

津久見市立堅徳小学校 

学校通信     NO．１３ 

平成２８年 ７月１３日発行 

１年・２年生は硬筆。鉛筆の持

ち方から指導しております。 
３年生からは毛筆です。卒業す

る頃には、皆、筆の運びなど上

手になります。私たち＜たけの

この会＞の先生達も、子どもた

ちの成長が嬉しく、また大変楽

しみにしております。これから

も、学校に来ることができる間

は、がんばりたいと思います。 



成長
せいちょう

ホルモンのはらたきによって、 からだが眠
ねむ

っていて脳
のう

が起
お

きている 寝
ね

ている間
あいだ

に、からだのつかれをと

寝
ね

ている間
あいだ

に、けがしたところを 「レム睡眠
すいみん

」の時
とき

に、その日
ひ

に学
まな

ん ったり、病気
びょうき

とたたかう力
ちから

をたくわえ

なおしたり、骨
ほね

や筋肉
きんにく

を だことや感
かん

じたことなどの記憶
き お く

を整
せい

たりします。また、睡眠
すいみん

時間
じ か ん

が確保
か く ほ

強
つよ

く大
おお

きくしたりします。 理
り

して、おぼえさせています。 さることで、生活
せいかつ

リズムが整
ととの

い、元
げん

自分
じ ぶ ん

の生活
せいかつ

にあった「ねる時間
じ か ん

」と

気
き

にすごすことが 「おきる時間
じ か ん

」を決
き

める。

できます。 おそくても、夜
よる

１０時
じ

までにはねよう。

＜学習
がくしゅう

で脳
のう

はこんなにはたらきます！＞ ＜その日
ひ

の復習
ふくしゅう

が大切
たいせつ

！＞ 家
いえ

に帰
かえ

ってからねるまでの間
あいだ

の時間
じ か ん

①ＤＳでゲームをしている時
とき

を使
つか

って、勉強
べんきょう

する時間
じ か ん

をきめよう。

　　　→脳
のう

は、うしろのほうしかはたらかない

②１けたのかんたんな計算
けいさん

をしている時
とき

　　　→いくつもの場所
ば し ょ

がはたらいている

③音読
おんどく

をしている時
とき

　　　→たくさんの場所
ば し ょ

がはたらいている

　

計算
けいさん

をしたり、音読
おんど く

や読書
ど く し ょ

をしたりして 勉強
べんきょう

のやり方
かた

がわからないときは

いる時
と き

、脳
の う

は活発
かっぱつ

にはたらき、知恵
ち え

を 先生
せんせい

にきいてみよう

みがいています！ 学習
がくしゅう

したことを、すぐその日
ひ

に復習
ふくしゅう

することで、忘
わす

れ

る量
りょう

を減
へ

らし、覚
おぼ

える内容
ないよう

を多
おお

くすることができる。

自分
じ ぶ ん

できめた時間
じ か ん

を

毎日
ま い に ち

守
ま も

れるようにがんばる！

家
い え

での勉強
べんきょう

時間
じ か ん

をきめる

ねる子
こ

は育
そだ

つ 脳
のう

がおぼえる 元気
げ ん き

にリフレッシュ

睡眠
すいみん

時間
じ か ん

をきめる

ぐ
っ
す
り
ね
よ
う

家
で
勉
強
を
し
よ
う

＜おうちの方へ＞

学びの力は、基本的生活習慣と家庭学習習慣の確立により、定着・向上が図ら

れるとされています。地域に見守られ、元気に育つ「堅徳っ子」の「学び」を、より

確かなものにするため、『学びの一歩』を作成しました。学校・家庭が一体となって

取り組み、「明日の堅徳っ子」を育てていきたいと考えています。

そのために・・・

①

③

②

津久見市立堅徳小学校



１週間をふりかえって

おうちの人より

６月９日～１５日で実施した「生活見直し週間」の結果です。

◆翌日が学校の日（火～木、日）の平均就寝時刻

日曜日の夜の就寝時刻をみてみると・・・

２２時以降に寝ている人は、１３名。

高学年が多いですが、低学年もいました。

いちばん遅い人は、２３時前！！

２２時以降に寝ている人は、２６人！

グラフからはみ出ている６名は、２３時前後でした。

週末の宿題を日曜日の夜にまとめてしているの

かと思いきや、そうではないようです。

月曜日の朝にすっきり起きて

１週間を元気にスタートするためにも、

日曜日の夜は、早く寝るようにしましょう。
寝るまでの時間の使い方を考えてみましょう。

いつも寝るまでの時間だらだら

して、寝るのが遅くなるのが気

になります。

休みの日も生活リズムが大きく

乱れることなく生活できていた

と思います。

チェック週間じゃない時も意識

して生活してください。

どうしたら早く

寝られるか、

家族で話し

てみよう。

習い事で帰るのが遅い

ですが、早く寝る努力

をしています。

学習時間を確保すると、就寝時

刻が少し遅くなる時もあるようで

すが、中学生に向けて生活時間

も調整していってほしいです。


